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国土交通省所管の公共事業評価について
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国土交通省所管の公共事業評価と実施要領改定の概要

【事業評価の目的】

【事業評価の位置付け】

政策評価法（平成14年4月1日施行）におけ
る政策評価制度の一環
全ての公共事業について各事業毎の事業評

価マニュアル等に基づき事業評価を実施
（維持・管理、災害復旧に係る事業等を除く）

○新規事業採択時評価（平成10年度～）
○再評価（平成10年度～）
○事後評価（平成15年度～）

公共事業の効率性及びその実施過程
の透明性の一層の向上を図る

・平成12年度より評価結果はインターネッ
ト等で公表

・平成16年度より各事業評価の一連の経緯
が一目で分かるよう、費用便益分析などの
バックデータを含め、事業評価カルテとし
て一括整理、インターネットで公表

・平成20年3月より再評価を行う際の視点（投資
効果等の事業の必要性、事業の進捗の見込み、
コスト縮減等）を記載し公表内容を充実

【評価結果の積極的な公表】

＜事業評価の新たな取り組み＞
○都道府県・政令市への意見聴取の導入
直轄事業等の新規事業採択時評価及び再評価について、地方負担の負担者で

ある 都道府県・政令市等からの意見を聴く
【（新規事業採択時評価）H21.12.24実施要領改定】
【（再評価）H22.4.1実施要領改定】

○第三者による事前審査の充実
直轄事業等の新規事業採択時評価について、学識経験者等の第三者から構成

される委員会等の意見を聴く。事業評価監視委員会等の資料を検証可能なもの
に改善する。【H21.12.24実施要領改定】

○国会審議へ資するための取り組み
直轄事業等については、１月末までを目途に新規事業採択時評価および再評価

を実施し、評価結果を公表する。【H21.12.24実施要領改定】

○再評価実施時期の短縮
事業化後、１０年継続で１回目の再評価となっている規定を５年継続に短縮する

ほか、直轄事業等に関する実施サイクルを５年から３年に短縮する。【H22.4.1実
施要領改定】

３年未着工・５年継続・３年毎３年未着工・７年継続・３年毎その他施設費

＜直轄事業等、補助事業等＞

３年未着工・５年継続・３年毎

＜補助事業等＞

５年未着工・ ５年継続・５年毎

＜直轄事業等、補助事業等＞

５年未着工・１０年継続・５年毎

公共事業

改 定（H22.4.1）従 前
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国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入について①

国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入

についての基本方針（案）

第８ 経過措置

平成２３年度予算に係る新規事業採択時評価を実施する直轄事業等のうち、
計画段階評価の対象とする事業については、計画段階評価を新規事業採択
時評価と併せて実施するものとし、平成２４年度及び平成２５年度予算に係る
新規事業採択時評価を実施する直轄事業等のうち、計画段階評価の対象と
する事業については、計画段階評価を新規事業採択時評価と併せて実施する
ことができるものとする。
平成２６年度以降の予算に係る新規事業採択時評価を実施する道路局所

管の新設・改築事業において、別表に掲げる都市計画や環境影響評価の手
続きに入る前の段階を過ぎている事業については、新規事業採択時評価の
前年度までに計画段階評価を実施することを原則とする。

平成22年8月9日 国土交通事務次官通知（抜粋）
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新規事業採択時評価

【政策目標評価型事業評価の一般的な流れ】

対応方針の決定

再評価

事後評価

必要性の再検証、事業内容（詳細
チェック）、Ｂ／Ｃ等の評価項目

必要性の再検証、コスト縮減の可
能性、Ｂ／Ｃ等の評価項目

効果等の検証

解決すべき課題の把握・原因分析

Ａ案

代替案の比較、評価

Ｂ案 Ｃ案

政策目標の明確化

意見

政策目標評価型事業評価として、以下の取り組

みを実施する。

①事業の必要性や内容が検証可能となるよう

評価の手法を改善

○事業目的となる解決すべき課題・背景の把握、

原因分析

○政策目標の明確化

○政策目標に応じて評価項目を設定し、代替案

を提示した上で、具体的データやコスト等から比較、

評価

②計画段階の事業評価を導入

○代替案の比較評価を行う計画段階における事

業評価を実施

１．政策目標評価型事業評価の導入

都市計画や環境影響評価の手続

都
道
府
県
・政
令
市
等

第
三
者
委
員
会

計画段階評価（新たに導入）

公共事業の実施過程の透明性を一層向上させるため、事業の必要性等が検証可能とな

るよう 評価の手法を改善するとともに、計画段階での事業評価を新たに導入

国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入について②
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○平成２２年度においては、一部の直轄事業について

計画段階評価を試行

※経過措置

平成２４年度予算に係る新規事業採択時評価を実施

する事業は、計画段階評価を併せて実施 等

２．計画段階評価の基本的枠組み

３．試行等について

所管部局
計画段階評価

の対象とする事業
計画段階評価
の実施時期

河川局

河川事業

新規事業採択時評価の
前年度まで

ダム事業

砂防事業

地すべり対策事業

河川局
港湾局

海岸事業

道路局 新設・改築事業

都市計画や環境影響評価
の手続きに入る前の段階

上記手続き対象外の場合
は、新規事業採択時評価
の前年度まで

港湾局 港湾整備事業

新規事業採択時評価の
前年度まで

航空局 空港整備事業

都市・地
域整備局

都市公園事業

○評価の対象
国土交通省所管公共事業のうち、維持・管理に係る事業、

災害復旧に係る事業等を除く、右表に掲げる直轄事業等

○評価の時期

右表に掲げる時期を原則とする

○都道府県・政令市及び第三者意見聴取
事業の内容について関係する都道府県・政令市等の意

見を聴いた上で、学識経験者等の第三者から構成される委
員会等の意見を聴く

※ 河川事業、ダム事業について

河川法に基づき、学識経験者等から構成される委員会等において、当該事

業の代替案の比較評価を含めた審議等を経て、河川整備計画の策定・変更

を行う場合は、計画段階評価の手続きが行われたものと位置付ける

計画段階評価の対象事業、実施時期

国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入について③
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新規事業候補箇所の選定について
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直轄事業の新規事業化候補箇所の選定について

＜対 象＞

高規格幹線道路もしくは全体事業費250億円以上

北陸地方における高規格幹線道路の未事業化区間（ミッシングリンク）のうち、

事業実施環境（都市計画、環境影響評価等）が整っている箇所を抽出

（災害面からみた幹線道路ネットワークの課題などを勘案）

H24新規採択箇所としてお諮りするもの

一般国道４７０号 （能越自動車道） 輪島道路（Ⅱ期）

＜選定の考え方（案）＞
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日本海沿岸東北自動車道日本海沿岸東北自動車道

（朝日（朝日まほろばまほろば～温海～温海 39km39km））

計画段階評価（試行）実施中計画段階評価（試行）実施中

・ミッシングリンクの解消、災害時のリダンダンシーの確保及び地域間の交流・連携の促進を目的として、

高規格幹線道路として残る区間の日本海沿岸東北自動車道、能越自動車道の整備を推進する

北陸地整管内の高規格幹線道路 整備状況
日本海沿岸東北自動車道

計画延長 ８９ｋｍ
供用延長（H23.4.1現在） ５８ｋｍ（約６５％）

能越自動車道
計画延長 １１７ｋｍ
供用延長（H23.4.1現在） ７１ｋｍ（約６１％）
※能越自動車道の公称延長は１００ｋｍ

凡凡 例例

供用／暫定供用含む供用／暫定供用含む

事事 業業 中中

計計 画画 ・・ 予予 定定

高規格幹線道路の整備状況と事業実施環境

富山県

石川県

新潟県
能越自動車道（七尾～氷見）能越自動車道（七尾～氷見）

七尾氷見道路（七尾氷見道路（事業中）事業中）

平成平成2626年度まで供用予定年度まで供用予定

能越自動車道（三井～穴水）能越自動車道（三井～穴水）

輪島道路（事業中）輪島道路（事業中）

用地買収中用地買収中

酒田

村上

輪島

砺波

能越自動車道能越自動車道

((輪島～三井輪島～三井 7km)7km)

都市計画決定都市計画決定

及び及び
環境影響評価済環境影響評価済

(H11(H11年年55月月))

H24新規事業化
候補箇所

能越自動車道能越自動車道

((田鶴浜～七尾田鶴浜～七尾 10km)10km)

都市計画都市計画 及び及び

環境影響評価手続き中環境影響評価手続き中

9



10



11



��������	
��������

�������������� !"#$%&'�(�)*���

�+,-./01�2)3��#$%����456�7
�

�8
9:�����������������;<�<=>�?@��AB/0���CDEEFGHIJJF
�

�KLMNOP�QRSTUVWXYZQ[\U���] �̂�������_̀ ,a�/bcUdL_ef_gh_ei_ji_klmn�_op3_Lo_oq_rs�tuv����w_xyzU�/b{�
op3_Lo_oq_rs�2)3�|}~Q��{�
�,�2)3������������;<��

��
�*��2)3�����;<�Q�*��2)3���������8
i3�#$%���,i3������B��_��+,��������
�� ���y �¡������¢���£��¢����

� ;<��d¤��2)3���¥����
����
LpuP1�¦���§̈ P�B��Lp§L©p§©puP_MNpª§«¬pªuP1�¦���SU4P®¯̈ m°&�B±²�³́ �������������������������������Louµ����4_Louµ¶H·ruP�¸\���¹�§P®�

��uv�
KLMNOP�QRSTUVWXYZ�º»
�

LMNOP��¹�u�¼½¾¿À¾Á��w�_xÂ�Ã;�ÄuP_Lp§L©p§©puP'Å�OP�&�B±²�uv�ÆÇQÈÉ��U._)Ê]�mÄ�ËÌQÍ"�Î�&Ï�ÐÑ�{���Ò
�ÓÔa]�ÕÖa'������̈ ×&Ï���xÂ�2)3�����������4_mÄ�Ø�Ð��×c_ÓÔa]�ÕÖa�¨×c��ÙÏ�&Ñ�{��ÚÛÜ3��������$�ÝÞß�àáva'ÛÜ3�����������4_uv�âã×Êä�%�åæ'Å���] �̂$�Q���c_ç�èé�ê\�_ë�ì´í³́ ��ÝÞÊî����ïð'ÅÕÖa'ñòQóôc_VW%�2�õ¢] �̂�a�¨×Q,�Ï�&Ñ�{��ÚOP�&�B±²�uv1����ß�àÃ;�ÄuP_Lp§L©p§©puP'Å�OP�&�B±²�uvQeö�_�÷øùe��¥Qú._���] �̂$������_Ï�'õ¢�óôa]���a'¨×&Ï�ÐÑ�{'¸_KÙc�ûZ�KûZwKû�üN�'�fZw'�uvwý÷c���Î��þ����Ï�&Ñ�{�

��Ë��
�;<�&�*cÊ��]���

¡

���&���¨�]���

����4Ñ�]���

���	�

¤
)®�

����

��

道路計画課09
長方形



直轄事業の新規事業候補箇所の概要

▲並行する（主）七尾輪島線（①）

事 業 名：輪島道路（Ⅱ期）

事業区間：石川県輪島市杉平町～輪島市三井町本江
延 長：６．８km
事 業 費：２４０億円

い し かわ わ じ ま み い まち ほん ごうす ぎ ひ ら ま ち

▲並行する（主）七尾輪島線（②）

輪島道路（Ⅱ期）

日本海

石川県

▲（主）七尾輪島線標準横断図

能越自動車道
L=約100km

該当箇所

L=6.8km

輪島道路

L=4.7km
用地買収

七尾氷見道路

L=28.1km

L=2.8km

H26供用予定

H23供用予定

H24供用予定

H26供用予定

七尾市

能越自動車道
L=約100km

該当箇所

L=6.8km

輪島道路

L=4.7km
用地買収

七尾氷見道路

L=28.1km

L=2.8km

H26供用予定

H23供用予定

H24供用予定

H26供用予定

七尾市

該当箇所
L=6.8km

輪島道路
L=4.7km

輪島市杉平町

輪島市三井町本江

わじましすぎひらまち

わじましみいまちほんごう

（主
）七
尾
輪
島
線

供用中

事業中

該当箇所

調査中

凡　　例

わ じ ま
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地域からの要望等

当該区間については、石川県知事や輪島市長などから国土交通大臣へ新規事業着手について要望がなされている。

石川県知事が国土交通副大臣へ能越自動
車道の早期整備を要望

平成23年9月

石川県知事、七尾市長、輪島市長が国土交
通大臣へ新規事業着手を要望

平成23年9月

能越自動車道建設促進期成同盟会（輪島
市長含む）が国土交通大臣へ早期事業着
手を要望

平成23年7月

能越自動車道能登区間建設促進協議会
（輪島市長含む）が国土交通大臣へ早期事
業着手を要望

平成23年7月

内 容年 月

最近の主な地域からの要望

能越自動車道輪島区間建設促進協議会の提言書（抜粋）
（平成23年7月）
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能登地域の現状と課題について
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・能登と三大都市圏との交流が加速します

能登地域の現状と課題 （広域ネットワークの形成①）

能越自動車道は、北陸自動車

道・東海北陸自動車道・中部縦貫
自動車道等と連携し、能登地域・
富山県西部地域と東京・大阪・名
古屋を中心とする三大都市圏との
連絡時間を大幅に短縮することに
より交流を深め、石川県・富山県
の産業・経済・文化の発展等に大
きく寄与し、環日本海時代を拓く未
来へ向かう新しい道路です。

●高規格幹線道路利用の場合

高規格幹線道路利用の場合

一般道路利用の場合
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※現況ルートについては、
七尾輪島線ー穴水道路ー能登有料道路ーR１５９－県庁

※将来ルートについては、
能越自動車道（輪島IC～能登空港IC） ー穴水道路ー能登有料道路ーR１５９－県庁

※走行時間の算出は法定速度による。

▼能登地域半島振興計画

石川県庁

能越自動車道が完成する
ことにより、約７３，０００人
が県庁まで時間短縮

能越自動車道が完成する
ことにより、約７３，０００人
が県庁まで時間短縮

（県庁から各市町
への所要時間）

現
況

将
来

※（参考）
輪島市役所→石川県庁
１時間５０分

※（参考）
輪島市役所→石川県庁
１時間３０分

▼金沢能登２時間圏構想

・能登半島には、当該地域の自立的発展及び地域住民の生活の向上を目的とした半島振興法に基づく「能登地域
半島振興計画」が策定されている。

・この計画の中で、県都金沢と能登全域を２時間で結ぶ構想が記載されており、輪島道路は「金沢能登２時間構想」
に不可欠な路線である。

能登地域の現状と課題 （広域ネットワークの形成②）

輪島輪島

石川県庁

2時間半圏内エリア

2時間圏内エリア

1時間半圏内エリア

1時間圏内エリア
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・奥能登地域（輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）は災害に弱い脆弱な地形・地質を有しており、至るところで急傾斜
地崩壊危険箇所、地すべり危険箇所、土石流危険区域に指定されている。また、日本海側に突出した地形から、沿
岸部において津波浸水区域に指定されている。

・輪島市につながる幹線道路（（主）七尾輪島線）沿線でも同様に各種危険箇所等に指定されているとともに、落石、
法面崩壊、路肩欠落の恐れがある特殊通行規制区間となっており、幹線道路の寸断による地域の孤立を防ぐため、
代替路線の確保が求められる。

N

出典：石川県公表「砂防アイ」

能登地域の現状と課題 （自然災害：地形・地質条件）

能
登
有

料
道

路

(

主)

七
尾
輪
島
線

未事業化区間

輪島道路（事業中）

穴水道路

津波浸水区域（想定）

特殊通行規制区間

急傾斜地崩壊危険箇所

地すべり危険箇所

土石流危険渓流

土石流危険区域

輪島市

珠洲市

能登町

穴水町
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249249

（主）七尾輪島線

470470

249249

輪島市役所

輪島IC

三井IC

穴水IC

能登空港IC
能登空港

249249

②迂回ルート
（41km、47分）

①通常ルート
（16km、20分） （一）柏木穴水線

該当箇所
(輪島～
三井区間)

・H19年3月の能登半島地震の際には、脆弱の地形・地質から能登半島全域で通行止め等の被害が多数発生。
・輪島市をはじめとする奥能登地域では大雨等による災害も頻発しており、平成17年6月の豪雨の際には奥能登地域
の各所で路線が通行止めとなった。また、平成23年の台風15号の際には、法面崩壊などの道路災害が発生した。

・（主）七尾輪島線は法面崩落等の危険性がある特殊通行規制区間や災害危険区域を通過する為、落石等の災害が
発生。災害が発生した場合、輪島市街地が孤立もしくは、輪島市街地まで大幅な迂回を強いられる。

能登半島地震（H19.3.25)の被害写真

能登地域の現状と課題 （自然災害：地震・大雨）

石川県
輪島IC

三井IC

穴水IC

能登空港IC
能登空港

至

珠
洲

249249

249249

470470

249249

（主）七尾輪島線

（一）柏木穴水線

該当箇所
(輪島～
三井区間)

：第１次緊急輸送道路　

：津波浸水想定区域

：H23.9 台風 15 号による通行止等

×：H17.6 梅雨前線豪雨 による通行止等

：その他現道上の災害による通行止等

×

×

：H19.3 能登半島地震による通行止等

×

××
その他現道上の災害による通行止等

台風15号（H23.9）による法面崩壊写真

×

：特殊通行規制区間

：第１次緊急輸送道路　

：土石流危険区域

：急傾斜地崩壊危険区域

：津波浸水想定区域

：現道上の災害発生箇所

：地滑り防止区域

▲

輪島
～三井区間

輪島
～三井区間

(主)七尾輪島線 通行止め時の迂回ルート近年の災害発生時における道路の通行止状況

至 七尾 至 七尾

輪島市街地から能登空港
まで、①通常の場合と、
②（主）七尾輪島線が災害
で通行止めになった場合
の「距離」と「所要時間」
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249

249

249

470

249

470
160

輪島IC

三井IC

能登空港IC

44%

29%

56%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・輪島市をはじめとする奥能登地域は、全国もしくは石川県全体と比べ人口当たりの医師数が不足し、このため医療
機関が少なく救急搬送時間に長時間を要している。
・輪島市街地から最寄りの第３次救急医療機関へ現状では１時間以上要する。
・また、救急搬送時間が長いほか、災害の影響を受けやすい路線が多く、高規格幹線道路の整備により医療に関す
る安全・安心の確立が期待されている。

① 輪島地区から最も近い七尾市に位置する第３次医療施設
（能登総合病院）まで６０分で到達できない地域が広く存在。

（輪島市人口の約７割（約２．５万人）が６０分圏域外）

【石川県内の救急搬送時間実績】

【人口10万人当たりの医師数】

地域 医師数

【能登北部医療圏】

・奥能登地域（輪島市含む）
137人

【石川中央医療圏】 315人

全国平均 218人

出典：「石川県の医療圏域（H21）」
データ：H18

②輪島地区を含む奥能登地域では医師数が大幅に不足しており、
救急搬送時間も県全体と比較し、長い搬送時間を要している。

また、高齢化も進んでおり医療に対する安全・安心の確立が必要。

【高齢化率（65歳以上割合）】

出典：国勢調査

20.2% 21.0%

35.7% 35.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

全国 石川県 奥能登地域 輪島市

能登地域の現状と課題 （高次医療）

能登総合病院

30分未満

30分以上

石川県全体

奥能登
地域※

奥能登地域は、石川県全体
と比べ搬送時間が長い

高規格幹線道路が
未整備

60分圏外
2.5万人

輪 島 地 区

6 0分 圏 域

輪島地区
60分圏域

0.8万人/3.3万人
(3割)

※）輪島市、珠洲市、穴水町、能都町の２市２町

輪島市街地
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N

の
と
鉄

道

（
輪
島
～
穴
水
間
）

平
成
13
年
廃
線

の
と
鉄

道

（
穴
水
～
和
倉
温
泉
間
）

の
と
鉄

道

（
珠
洲
～
穴
水
間
）

平
成
17
年
３
月
廃
線

輪島～穴水
路線バス 27便/日

輪島～和倉
特急バス 6便/日

輪島～金沢
特急バス 22便/日

穴水町

輪島市

至 金沢市

和倉温泉

道の駅「輪島」
（バスステーション）

図：並行区間を走る観光バス

・平成１３年に輪島から穴水の区間ののと鉄道が廃線となり、公共交通は特急バス・路線バスのみ。
・現在、輪島市街地を発着する特急バス・路線バスが１日あたり５５便が運航し、その他観光バスなども多数運航して
いる。
・バスの安全な通行と定時性の確保のため、高規格幹線道路の整備が期待されている。

能登地域の現状と課題 （公共交通）
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115 115

188

115
全国平均値100

N

249

輪 島 市
わ じ ま

穴 水 町
あ な み ず

能登空港

至

金
沢
市

か
な
ざ
わ

穴水道路

事業区間（輪島道路）

計画区間

・（主）七尾輪島線には、急カーブ等の線形不良箇所等が存在。
・線形不良箇所を中心に高い死傷事故率がみられ、幹線道路としての安全・安心な道路整備が望まれる。
・冬期においては除雪した雪を堆雪する路肩幅がなく、実質の道路幅が狭くなる。

写真① 現道状況（輪島市三井町本江）
み い ま ち ほ ん ご う

写真② 現道状況（輪島市三井町本江）

写真①

写真③

写真③ 冬期の現道状況（輪島市熊野町）

写真②

249249

能登地域の現状と課題 （周辺道路の状況）
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249249

（主）七尾輪島線

470470

249249

輪島市役所

輪島IC

三井IC

穴水IC

能登空港IC
能登空港

249249

石川県

②第３次医療施設へのアクセス

○輪島地区から最も近い七尾市に位置する第３次医療施設（能登総
合病院）まで６０分で到達できない地域が広く存在。
（輪島市人口の約７割（約２．５万人）が６０分圏域外）

（図２）

石川県輪島地区における計画段階評価

①災害時における緊急輸送道路の確保
②第３次医療施設への速達性の向上

①緊急輸送道路が脆弱

３．政策目標

１．石川県輪島地区の課題

図２ 第３次医療施設からの60分圏

域図(現況)

②高速ネットワークが未整備

２．原因分析

図３ (主)七尾輪島線 通行止め時の
迂回ルート

①災害に弱い緊急輸送道路

○輪島地区を含む奥能登地域は、
豪雨やH19年能登半島地震等の
災害により、法面崩壊等で第
１次緊急輸送道路である国道
249号等において通行止が多発。

（写真１、図１）

○災害時の緊急輸送路が未確保。

図１ 近年の災害発生時における道路の通行止
状況及び地震による津波浸水想定区域

○該当箇所の現道である七尾輪島
線は、緊急輸送路であるが、法
面崩壊等の危険性のある特殊通
行規制区間や、急傾斜地崩壊危
険区域、土石流危険区域の災害
危険箇所を多数通過。 （図３）

○能登空港ＩＣ以北の高速ネッ
トワークが未整備のため、輪島
地区を含む奥能登地域の救急搬
送時間は、石川県全体に比べて
長く、速達性の確保が困難。
（図４）

図４ 救急搬送の所要時間

44%

29%

56%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満

30分以上

石川県
全体

奥能登
地域※

石川県全体に比べ
搬送時間が長い

写真1 国道249号の被災状況
（能登半島地震時）

○現道区間は、落石等の災害で通
行規制が発生。
また、線形の厳しい区間が連続。

○災害発生時に空路拠点となる能
登空港から、輪島市まで大幅な
迂回が発生。

高規格幹線道路が
未整備

図５ 第３次医療施設からの60分圏域図

(現況)

60分圏外
2.5万人

249

249

249

470

249

470
160

249

249

249

470

470
249

415

159

471

160

○輪島地区には第３次医療施設が
なく、七尾市への長時間搬送を
強いられ、輪島地区人口の約３
割（０．８万人）しか６０分で
到達できない。（図５）

迂回ルート
（41km、47分）

石川県
輪島IC

三井IC

穴水IC

能登空港IC
能登空港

至

珠
洲

至 七尾

249

249

470

249

輪島IC

三井IC

能登空港IC

輪島IC

三井IC

能登空港IC

輪島地区

通常ルート
（16km、20分）

輪島地区

60分圏域

輪島地区

60分圏域

×

：特殊通行規制区間

：第１次緊急輸送道路　

：土石流危険区域

：急傾斜地崩壊危険区域

：津波浸水想定区域

：現道上の災害発生箇所

：地滑り防止区域

▲

：第１次緊急輸送道路　

：津波浸水想定区域

：H23.9 台風 15 号による通行止等

×：H17.6 梅雨前線豪雨 による通行止等

：その他現道上の災害による通行止等

×

×

：H19.3 能登半島地震による通行止等

×

××
その他現道上の災害による通行止等

（主）七尾輪島線

（一）柏木穴水線

（一）柏木穴水線

該当箇所
(輪島～
三井区間)

該当箇所
(輪島～
三井区間)

わ じま

60分圏域外
2.5万人

輪島地区
60分圏域

0.8万人(3割)

※）輪島市、珠洲市、穴水町、能都町の２市２町
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24.50m

3.25m2.25m 2.25m3.25m 3.25m 3.25m3.50m 3.50m

ＣＬ

22.00m

3.50m 3.50m 3.50m 3.50m2.50m 2.50m3.00m

ＣＬ

凡　　　例

対象区間

事業中区間

一般国道

線形不良箇所(R<150m)

津波浸水区域

文 小、中学校

急傾斜地崩壊危険区域

土石流危険区域

特殊通行規制区間

４．対策案の検討

対応方針（案）：案①による対策が妥当
【計画概要】
・路 線 名：一般国道470号
・区 間：輪島市杉平町～三井町本江
・概略延長：6.8km
・設計速度：80km/h 
・車線数：完成4車線
・概ねのルート：図６ 案①の通り

案①（完成４車 80km/h） 案②（現道活用4車 60㎞/h）

石川県輪島地区における計画段階評価

図６ 輪島市杉平町～同市三井町本江における対策案検討

至

七
尾
市 ・H23年 7月：能越自動車道能登区間建設促進協議会（輪島市長

含む）が国土交通大臣へ早期事業着手を要望

・H23年 9月：石川県知事が国土交通副大臣へ早期整備を要望

・H23年 9月：石川県知事・七尾市長・輪島市長が国土交通大臣
へ新規事業着手を要望

地方の要望等

※気象状況等から危険と予想さ
れる場合は、通行止となる区間

・H23年 7月：能越自動車道建設促進期成同盟会（輪島市長含む）
が国土交通大臣へ早期事業着手を要望

（参考）当該事業の経緯等

都市計画決定等の状況

・H11年 5月：都市計画決定 能越自動車道線

（輪島～能登空港）

特殊通行規制区間※
L=1.0㎞

車道
車道 歩道歩道

249

249

一部バイパス区間

(主)七尾輪島線

わ じま

第３次医療施設６０分圏域人口が改善
【現況】約0.8万人（26％）→【整備後】約2.4万人（73％）

第３次医療施設６０分圏域人口が改善
【現況】約0.8万人（26％）→【整備後】約2.6万人（79％）

指標：輪島地区(人口約3.3万人)における
第３次医療施設60分圏域の人口(カバー率)

指標：第３次医療施設への所要時間の改善
（能登総合病院～輪島市役所 間）

指標：災害危険区域
(急傾斜地崩壊危険区域、土石流危険区域)
の回避

・第３次医療施設への速達性は向上するが、平面交差点を有する等自動車専用道路
で無いため、走行性、定時性に劣る

・高規格の自動車専用道路の整備により、速達性、走行性、定時性が改善し、第３次
医療施設へのアクセスが向上

第３次医療施設へ速達性、走行性、定時性の向上

・現道を活用するため、代替路がなく、防災ネットワークが充分に確保できない・高規格道路の整備により、現道の代替路となり防災ネットワークを確保輪島地区における緊急輸送路（代替路）の確保

政
策
目
標
に
対
す
る
指
標

【案②】現道活用整備【案①】 高規格道路整備評価軸

整備概要
道路構造等

自動車専用道路（高規格）による別線ルートを整備
道路規格： 第１種第３級 車線数：４車（完成） 設計速度：80km/h

現道改良（拡幅、一部バイパス、防災対策、線形改良等）による一般国道整備
道路規格：第３種第２級 車線数：４車（完成） 設計速度：60km/h

指標：特殊通行規制区間の回避

○

災害危険区域（６箇所）を回避
急傾斜地崩壊危険区域： 【現況】４箇所 →【整備後】０箇所
土石流危険区域 ： 【現況】２箇所 →【整備後】０箇所

×
災害危険区域（６箇所）を回避できない箇有り

急傾斜地崩壊危険区域： 【現況】４箇所 →【整備後】４箇所
土石流危険区域 ： 【現況】２箇所 →【整備後】０箇所

特殊通行規制区間を回避 【現況】１箇所 →【整備後】０箇所 特殊通行規制区間の解消 【現況】１箇所 →【整備後】０箇所

○
高速走行により速達性が向上
【現況】63分 →【整備後】53分（▲10分） △

現況より走行速度は向上し、速達性も改善。
【現況】63分 → 【整備後】56分（▲7分）

コスト 概ね420億円 概ね250億円

総合評価 ○ △

第３次医療施設６０分圏域人口が改善
【現況】約0.8万人（26％）→【整備後】約2.4万人（73％）

第３次医療施設６０分圏域人口が改善
【現況】約0.8万人（26％）→【整備後】約2.6万人（79％）

指標：輪島地区(人口約3.3万人)における
第３次医療施設60分圏域の人口(カバー率)

指標：第３次医療施設への所要時間の改善
（能登総合病院～輪島市役所 間）

指標：災害危険区域
(急傾斜地崩壊危険区域、土石流危険区域)
の回避

・第３次医療施設への速達性は向上するが、平面交差点を有する等自動車専用道路
で無いため、走行性、定時性に劣る

・高規格の自動車専用道路の整備により、速達性、走行性、定時性が改善し、第３次
医療施設へのアクセスが向上

第３次医療施設へ速達性、走行性、定時性の向上

・現道を活用するため、代替路がなく、防災ネットワークが充分に確保できない・高規格道路の整備により、現道の代替路となり防災ネットワークを確保輪島地区における緊急輸送路（代替路）の確保

政
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に
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標

【案②】現道活用整備【案①】 高規格道路整備評価軸

整備概要
道路構造等

自動車専用道路（高規格）による別線ルートを整備
道路規格： 第１種第３級 車線数：４車（完成） 設計速度：80km/h

現道改良（拡幅、一部バイパス、防災対策、線形改良等）による一般国道整備
道路規格：第３種第２級 車線数：４車（完成） 設計速度：60km/h

指標：特殊通行規制区間の回避

○

災害危険区域（６箇所）を回避
急傾斜地崩壊危険区域： 【現況】４箇所 →【整備後】０箇所
土石流危険区域 ： 【現況】２箇所 →【整備後】０箇所

×
災害危険区域（６箇所）を回避できない箇有り

急傾斜地崩壊危険区域： 【現況】４箇所 →【整備後】４箇所
土石流危険区域 ： 【現況】２箇所 →【整備後】０箇所

特殊通行規制区間を回避 【現況】１箇所 →【整備後】０箇所 特殊通行規制区間の解消 【現況】１箇所 →【整備後】０箇所

○
高速走行により速達性が向上
【現況】63分 →【整備後】53分（▲10分） △

現況より走行速度は向上し、速達性も改善。
【現況】63分 → 【整備後】56分（▲7分）

コスト 概ね420億円 概ね250億円

総合評価 ○ △
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249249

（主）七尾輪島線

470470

249249

輪島市役所

輪島IC

三井IC

穴水IC

能登空港IC
能登空港

249249

・起 終 点：石川県輪島市杉平町 ～ 輪島市三井町本江

・延 長 等：６．８ｋｍ ２車線（暫定）、設計速度８０km/h

・全体事業費：約２４０億円

・計画交通量：約９，１００台／日

・総費用(Ｃ)：約１８９億円

・総便益(Ｂ)：約３３６億円

・ Ｂ／Ｃ ：１．８

・経済的内部収益率（EIRR）：８．０％

１．事業概要

一般国道４７０号 （能越自動車道） 輪島道路（Ⅱ期） に係る新規事業採択時評価

いしかわ わじま すぎひらまち みいまち ほんごう

※１：総費用、総便益については、基準年（H23年）に
おける現在価値を記入。

※２：便益には、３便益（走行時時間短縮便益、走行
時間経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

２．地元調整の経緯等

わじま

乗用車 小型貨物 普通貨物

約7，200台/日 約1,400台/日 約500台/日

走行時間短縮 走行費用減少 交通事故減少

約２７９億円 約３６億円 約２１億円

都市計画決定 能越自動車道線
（輪島～能登空港）

・H23年 7月： 能越自動車道能登区間建設促進
協議会（輪島市長含む）が国交
大臣へ早期事業着手を要望

・H23年 9月：

石川県知事が国土交通副大臣へ
能越自動車道の早期整備を要望

・H23年 9月：

石川県知事・七尾市長・輪島市
長が国土交通大臣へ新規事業着
手を要望

・H11年 5月：

地方の要望等

図１ 事業位置図

・H23年 7月： 能越自動車道建設促進期成同盟
会（輪島市長含む）が国土交通
大臣へ早期事業着手を要望

都市計画決定の状況

効果２ 第３次医療施設への
アクセス性向上

・高速ネットワークが延伸することで、
輪島市から最寄りの第３次医療施設
への搬送時間が短縮し、60分圏域が
拡大。（図３）

４．整備効果

３．道路交通上の課題

②第３次医療施設へのアクセス性

①災害に弱い緊急輸送道路

・輪島地区には救命救急を担う第３
次医療施設が無いため、60分で到
達できない圏域人口が約2.5万人
存在。（図３）

・該当箇所の現道である七尾輪島線
は、法面崩落等の危険性がある特
殊通行規制区間や災害危険区域を
通過する為、落石等の災害が発生。
災害時の緊急輸送路が未確保。

・災害発生時には、空路拠点となる
能登空港から輪島市まで、大幅な
迂回が発生。（図２）

図２ (主)七尾輪島線 通行止め時の迂回ルート

効果１ 災害に強い
高速ネットワークの形成

・輪島道路(Ⅱ期)の整備により、国道
249号や(主)七尾輪島線などの特殊通
行規制区間等を回避する。

・災害時においても第１次緊急輸送道
路を確保出来ることで、地域の安全
性・信頼性を確保。

○輪島市役所～能登総合病院間：
６３分→５３分（１０分短縮）

○輪島市における60分圏人口：
約0.8万人／3.3万人→約2.6万人/3.3万人

（約３割→約８割）

図１ 事業位置図

：供 用 中

：事 業 中

：調 査 中

：該 当 箇 所

図３ 第３次医療施設までの
60分圏域図

（輪島道路（Ⅱ期）整備後）

該当箇所

249

470

470

249

249

輪島道路(Ⅱ期）整備後
60分圏域の人口が

→ 1.8万人拡大

第３次医療施設
（能登総合病院）

能登空港IC

三井IC

輪島IC

穴水IC

輪島地区60分圏域
0.8万人(3割)

→ 2.6万人(8割)

60分圏域（整備前）

60分圏域（整備後）

輪島地区

富山県

福井県

石川県

輪島道路（Ⅱ期）

×

：特殊通行規制区間

：第１次緊急輸送道路 ：土石流危険区域

：急傾斜地崩壊危険区域

：津波浸水想定区域

：現道上の災害発生箇所 ：地滑り防止区域

▲

迂回ルート
（41km、47分）

通常ルート
（16km、20分） （一）柏木穴水線

該当箇所

のうえつ

60分圏域
（整備後拡大）

60分圏域外
2.5万人

→0.7万人

160

25



13.50m

3.50m 3.50m2.50m 2.50m
1.50m

ＣＬ

11.75m

3.50m 3.50m 1.75m1.75m
0.75m 0.50m

ＣＬ

1
1
.5
0
0

L=30
0.000

1
4
.0
0
0

I=0.
833%

L=155
0.00

0
I=4.

000%

7
6
.0
0
0

L=700.000 6
1
.3
0
0

I=2.100% L=60
0.000I=0.
800%

6
6
.1
0
0

L=70
0.000I=3.
000%

8
7
.1
0
0

L=145
0.000I=1.
786%

11
3
.
0
0
0

L=1500.000

I=0.500% 1
0
5.
5
0
0

L=70
0.000I=3.
000%

1
2
6.
5
0
0

1
1
.
91
7

N
O
.
1

測 点 N
O
.
0

計 画 高 1
1
.
50
0

N
O
.
2

N
O
.
3

N
O
.
5

N
O
.
4

N
O
.
6

N
O
.
9

N
O
.
7

N
O
.
8

N
O
.
1
0

N
O
.
1
1

1
3
.
07
4

1
2
.
75
0

1
2
.
33
3

1
1
.
97
8

1
4
.
10
1

1
3
.
90
7

1
3
.
19
3

1
4
.
95
0

1
4
.
25
8

2
0
.
00
0

1
8
.
02
6

1
6
.
14
8

1
6
.
32
3

2
2
.
00
0

2
4
.
00
0勾 配

4
6
.
00
0

N
O
.
2
2

N
O
.
1
4

N
O
.
1
3

N
O
.
1
2

N
O
.
1
5

N
O
.
1
6

N
O
.
1
7

N
O
.
1
8

N
O
.
1
9

N
O
.
2
0

N
O
.
2
1

3
0
.
00
0

2
8
.
00
0

2
6
.
00
0

3
2
.
00
0

3
3
.
26
2

3
4
.
00
0

3
6
.
00
0

3
6
.
28
4

3
8
.
00
0

4
0
.
00
0

4
2
.
00
0

4
4
.
00
0

N
O
.
2
3

N
O
.
2
4

N
O
.
2
6

N
O
.
2
7

N
O
.
2
5

N
O
.
3
0

N
O
.
2
8

N
O
.
2
9

N
O
.
3
1

N
O
.
3
2

5
1
.
24
2

4
8
.
00
0

5
0
.
00
0

5
4
.
00
0

5
4
.
13
2

5
6
.
00
0

5
2
.
00
0

6
2
.
00
0

5
8
.
00
0

6
0
.
00
0

6
4
.
00
0

6
6
.
00
0

6
9
.
70
0

N
O
.
4
3

N
O
.
3
5

N
O
.
3
3

N
O
.
3
4

N
O
.
3
6

N
O
.
3
7

N
O
.
3
8

N
O
.
3
9

N
O
.
4
0

N
O
.
4
1

N
O
.
4
2

7
0
.
62
7

7
0
.
12
6

6
7
.
84
7

6
7
.
94
1

6
9
.
39
0

7
0
.
04
7

7
1
.
56
0

7
1
.
59
5

7
2
.
18
7

7
2
.
51
0

7
2
.
52
8

7
2
.
24
0

7
1
.
64
7

7
0
.
75
0

7
0
.
30
4

N
O
.
4
8

N
O
.
4
4

N
O
.
4
5

N
O
.
4
6

N
O
.
4
7

N
O
.
4
9

N
O
.
5
0

N
O
.
5
3

N
O
.
5
1

N
O
.
5
2

6
4
.
74
0

6
8
.
74
8

6
8
.
65
0

6
7
.
60
0

6
6
.
55
0

6
5
.
71
1

6
5
.
57
3

6
4
.
05
3

6
3
.
51
0

6
2
.
75
9

6
2
.
75
2

6
3
.
11
3

6
2
.
86
0

6
8
.
48
0

N
O
.
6
4

N
O
.
5
6

N
O
.
5
4

N
O
.
5
5

N
O
.
5
8

N
O
.
5
7

N
O
.
5
9

N
O
.
6
1

N
O
.
6
0

N
O
.
6
3

N
O
.
6
2

6
3
.
30
0

6
2
.
79
0

6
2
.
97
3

6
4
.
10
0

6
3
.
70
0

6
5
.
90
1

6
4
.
55
5

6
5
.
79
5

6
5
.
12
0

6
7
.
47
5

6
6
.
58
0

N
O
.
6
9

N
O
.
6
6

N
O
.
6
5

N
O
.
6
8

N
O
.
6
7

N
O
.
7
1

N
O
.
7
0

N
O
.
7
3

N
O
.
7
4

N
O
.
7
2

7
5
.
10
0

7
0
.
82
0

6
9
.
59
5

7
3
.
60
0

7
1
.
78
7

7
2
.
15
5

7
8
.
10
0

7
6
.
60
0

8
1
.
07
0

8
2
.
47
9

7
9
.
60
0

N
O
.
7
7

N
O
.
7
6

N
O
.
7
5

N
O
.
7
9

N
O
.
7
8

N
O
.
8
1

N
O
.
8
2

N
O
.
8
0

N
O
.
8
4

N
O
.
8
3

8
6
.
34
1

8
5
.
11
4

8
3
.
82
7

8
8
.
61
3

8
7
.
50
8

9
0
.
64
2

9
1
.
56
6

8
9
.
65
8

9
3
.
35
2

9
2
.
45
9

N
O
.
9
0

N
O
.
8
6

N
O
.
8
7

N
O
.
8
5

N
O
.
8
8

N
O
.
8
9

N
O
.
9
1

N
O
.
9
2

N
O
.
9
3

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

9
8
.
71
0

9
5
.
13
8

9
5
.
53
3

9
6
.
03
1

9
4
.
24
5

9
6
.
92
4

9
7
.
81
7

1
0
0
.4
9
7

9
9
.
60
3

1
0
1
.3
9
0

1
0
2
.2
8
3

1
0
3
.1
7
6

N
O
.
9
8

N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

N
O
.
9
9

N
O
.
1
0
0

N
O
.
1
0
3

N
O
.
1
0
1

N
O
.
1
0
2

N
O
.
1
0
4

N
O
.
1
0
51
0
5
.8
5
5

1
0
3
.9
6
8

1
0
4
.0
6
9

1
0
4
.9
6
2

1
0
6
.7
1
3

1
0
7
.4
9
8

1
0
9
.4
2
8

1
0
8
.2
1
3

1
0
8
.8
5
6

1
0
9
.9
2
8

1
1
0
.3
5
7

N
O
.
1
1
1

N
O
.
1
0
8

N
O
.
1
0
6

N
O
.
1
0
7

N
O
.
1
0
9

N
O
.
1
1
0

N
O
.
1
1
3

N
O
.
1
1
2

N
O
.
1
1
6

N
O
.
1
1
4

N
O
.
1
1
51
1
1
.4
2
9

1
1
1
.2
1
4

1
1
0
.7
1
4

1
1
1
.0
0
0

1
1
1
.3
5
7

1
1
1
.4
2
8

1
1
1
.2
1
4

1
1
1
.3
5
7

1
1
0
.5
0
0

1
1
1
.0
0
0

1
1
0
.7
5
0

1
0
8
.4
0
0

N
O
.
1
3
7

N
O
.
1
1
8

N
O
.
1
1
7

N
O
.
1
2
1

N
O
.
1
1
9

N
O
.
1
2
0

N
O
.
1
2
4

N
O
.
1
2
2

N
O
.
1
2
3

N
O
.
1
2
5

N
O
.
1
2
61
1
0
.0
0
0

1
1
0
.2
5
0

1
0
9
.2
5
0

1
0
9
.7
5
0

1
0
9
.5
0
0

1
0
8
.5
0
0

1
0
9
.0
0
0

1
0
8
.7
5
0

1
0
8
.2
5
0

1
0
8
.0
0
0

N
O
.
1
3
2

N
O
.
1
2
7

N
O
.
1
2
8

N
O
.
1
2
9

N
O
.
1
3
0

N
O
.
1
3
1

N
O
.
1
3
3

N
O
.
1
3
4

N
O
.
1
3
5

N
O
.
1
3
61
0
6
.5
8
8

1
0
7
.7
5
0

1
0
7
.5
0
0

1
0
7
.2
5
0

1
0
7
.0
0
0

1
0
6
.7
5
0

1
0
6
.7
8
7

1
0
6
.5
9
5

1
0
6
.6
0
0

1
0
7
.1
5
0

1
0
7
.6
8
7

N
O
.
1
3
8

N
O
.
1
3
9

N
O
.
1
4
2

N
O
.
1
4
0

N
O
.
1
4
1

N
O
.
1
4
5

N
O
.
1
4
3

N
O
.
1
4
4

N
O
.
1
4
7

N
O
.
1
4
61
0
9
.2
8
8

1
1
0
.2
8
4

1
1
0
.3
5
0

1
1
1
.0
3
4

1
1
4
.5
0
0

1
1
1
.5
8
8

1
1
3
.0
0
0

1
1
9
.0
0
0

1
1
7
.5
0
0

1
1
6
.0
0
0

1
2
1
.5
2
2

1
2
1
.8
3
1

1
1
9
.8
4
2

1
2
0
.4
5
8

N
O
.
1
4
8

N
O
.
1
4
9

N
O
.
1
5
0

N
O
.
1
5
11
2
3
.1
2
0

1
2
4
.3
2
4

1
2
5
.4
4
4

1
2
6
.4
7
9

V
=
1
:
50
0

30.00

80.00

130.00

180.00

230.00

DL = -20.00

H = 1 : 2 5 0 0

計 画 延 長
Ｌ＝１１,５１０.０ｍ

N
O.
0
+

0
.
0
0
0

わじま

※費用対便益算定上の事業期間は１１年としている

３便益
B/C

1.8

総費用 ： 189億円 総便益 ： 336億円 基準年

・事業費 ：165億円
・維持管理費：24億円

・走行時間短縮便益：279億円
・走行費用減少便益： 36億円
・交通事故減少便益： 21億円

平成23年

輪島IC(仮称)

三井IC(仮称)

わじま

み い

輪島道路（Ⅱ期） L＝6.8km 輪島道路 事業中

L＝4.7km

輪島市
わ じ ま し

わ

じ

ま

し

す

ぎ

ひ

ら

ま

ち

起
点

石
川
県
輪
島
市
杉
平
町

わ

じ

ま

し

み

い

ま

ち

ほ

ん

ご

う

終
点

石
川
県
輪
島
市
三
井
町
本
江

至 七尾
な な お

輪島道路（Ⅱ期）
H42：9,100台/日

H17：5,900台/日

特殊通行規制区間※

L=185m

（仮称）
神田川橋

（仮称）鷹ノ巣山トンネル

L=2,500m

縦断面図
標準断面図

H17：7,300台/日

※気象状況等から危険と予想さ
れる場合は、通行止となる区間

L=90m

（仮称）
安町橋

Ｌ＝1.0km

車道

【土工部】 【トンネル部】

車道

縦断勾配2.1％縦断勾配4.0％
縦断勾配1.8％ 縦断勾配0.5％

輪島道路（Ⅱ期）L=6.8km
輪
島
Ｉ
Ｃ
（仮
称
）

三
井
Ｉ
Ｃ
（仮
称
） 至

七
尾

至

輪
島
市
街
地

249

249
急傾斜地崩壊危険区域

土石流危険区域

特殊通行規制区間

凡 例

対象区間

事業中区間

一般国道

主要地方道

一般県道

市道

線形不良箇所
（R＝150未満）

市街地

津波浸水区域

神社・仏閣・学校

(主)七尾輪島線

わじま

一般国道４７０号 （能越自動車道） 輪島道路（Ⅱ期） に係る新規事業採択時評価
わじまのうえつ
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